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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機化合物に電圧を印加して発光させ画像を表示する有機発光ディスプレイ装置におい
て、
　有機発光素子からなる複数個の画素を２次元状に配列したパネルと、
　該パネル内の画素を選択し画像信号を印加する駆動部と、
　上記パネル上の画像の表示位置を制御する制御部とを備え、
　上記駆動部により、画像信号として印加する電流値又は定電流の印加時間により画像の
階調を制御し、
　かつ、上記制御部により、所定時間間隔で、上記パネル上の画像全体の表示位置を所定
距離だけ移動させるものであって、
　上記制御部の行う画像移動の１回あたりの距離は、パネル水平方向をΔｘ、垂直方向を
Δｙとするとき、０ピクセル≦Δｘ≦１０ピクセル、０ピクセル≦Δｙ≦２０ピクセル（
但し、Δｘ＝０かつΔｙ＝０は含まない）とし、上記１回あたりの距離は、画像が静止画
の場合と動画の場合とで切り替え、静止画の場合の距離を動画の場合の距離よりも小さく
することを特徴とする有機発光ディスプレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機化合物からなる発光層に電界を印加し光を放出させる有機発光ディスプ
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レイ装置に係り、特に焼付き視認を抑制するための表示制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　次世代ディスプレイとして、超薄型・超軽量・自発光型・フレキシブル化可能・小型か
ら大型まで適用可能であることを特徴とする有機発光ディスプレイ（以下、ＯＬＥＤ（Ｏ
ｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）と呼ぶ）が注目されている
。中でも、アクティブマトリックス型は低消費電力・高画質化可能であり、開発が精力的
に進められている。ＯＬＥＤは、ガラス、プラスチック、有機フィルム及び金属等の基板
上に、陽極、有機発光層及び陰極等を順次形成し、これに電圧又は電流を印加して発光さ
せ、マルチカラー表示またはフルカラー表示を可能にする素子である。光を取り出す構造
として、基板側から光を取り出すボトムエミッション型と、基板と反対側から光を取り出
すトップエミッション型がある。ＯＬＥＤの駆動方法には、電圧制御型と電流制御型があ
り、それぞれ開発が進められている。電圧制御型はＯＬＥＤへ電圧を印加して階調を制御
し、電流制御型はＯＬＥＤへ電流を印加して階調を制御するものである。
【０００３】
　ＯＬＥＤは自発光型のディスプレイであり、類似の自発光型ディスプレイとして、電子
ビームおよび真空紫外線により無機蛍光体を励起し発光させるＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄ　Ｒ
ａｙ　Ｔｕｂｅ）およびＰＤＰ（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）がある。
これらの自発光型のディスプレイは、点灯させた画素蛍光体は発光時間の経過と共に劣化
し輝度低下を招く。一方、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）は
、バックライトが常時点灯し、液晶がシャッターの役割をするため、バックライトが劣化
し輝度低下を招くことはあるが点灯画素だけが劣化することはない。
【０００４】
　このように自発光型ディスプレイ特有の課題として、静止画を長時間表示した後、別画
面に切り替えた時に、静止画で高輝度に発光していた画素が劣化により輝度低下し、劣化
した跡が輝度低下した形で別画面にて視認され、別画面が見にくくなることがあげられる
。この現象は、いわゆる焼付き現象と呼ばれる。ＣＲＴおよびＰＤＰの焼付き現象を防止
する方法としては、例えば特許文献１には、ＣＲＴ表示装置において表示画面を時間の経
過に連れて上下方向又は左右方向へ移動させる方法が記載される。また特許文献２には、
有機ＥＬ表示装置において、連続して所定位置に固定的に表示される画像のネガ／ポジを
所定の周期で反転して表示すること、あるいは画像の表示位置を所定の周期でずらして表
示する方法が記載されている。
【０００５】
【特許文献１】特開平５－１３４６１８号公報
【特許文献２】特開２０００－２２１９０８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　まず、人間の目が焼付きとして認識する視認の程度について説明する。ＣＲＴやＰＤＰ
等の自発光ディスプレイにおいては、空港や病院等の表示板にて一般的に見受けられるよ
うに、静止画を長時間表示し続ければ焼付きが発生する。焼付きは、一般的に２～３％以
上の輝度段差により視認するものとされている。固定領域の輝度が白色で９７～９８ｃｄ
／ｍ２以下であり、その周辺の輝度が白色で１００ｃｄ／ｍ２であれば、固定領域の存在
を我々は認識することになる。文字、ロゴマーク、アイコン等の固定領域が３００ｃｄ／
ｍ２で、周辺領域が１００ｃｄ／ｍ２で表示されていれば、固定領域を意図的に強調する
ことができる。そのような強調表示を長時間継続し、その後、固定領域と周辺領域に同一
の輝度信号を入力したとする。周辺領域が例えば１００ｃｄ／ｍ２で表示されているのに
、固定領域（前に文字、ロゴマーク、アイコン等を表示した領域）は蛍光体の劣化により
輝度が９５ｃｄ／ｍ２に低下し、意図せずに固定領域を強調することになり好ましくない
。
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【０００７】
　焼付きを根本的に回避するためには、デバイスの輝度寿命の向上（材料寿命の向上、エ
ージング処理の最適化等）を図ることが必要で、例えばＣＲＴの輝度半減寿命のように輝
度３００ｃｄ／ｍ２で１０万時間以上を確保できれば実用上の問題はなくなる。しかしな
がら現状のＯＬＥＤにおいては、現在公表されている輝度半減寿命データは輝度２００ｃ
ｄ／ｍ２で２万時間程度である。よって、ＯＬＥＤはその輝度寿命の向上を継続して図る
にしても、これに並行して焼付き視認を抑制する方法が必須である。
【０００８】
　前記特許文献１、２に開示の技術は、自発光型ディスプレイの焼付き防止に関するもの
であるが、ＯＬＥＤ特有の発光特性を考慮していない。ＯＬＥＤの焼付き現象については
、デバイス特有の発光動作に基づいた対策が必要であり、また、人間の視覚データに基づ
き違和感を与えない抑制方法が必要である。本発明者は、ＯＬＥＤの焼付き現象抑制につ
いて調査した結果、その階調制御の駆動方式が大きく影響することを見出し、また視認限
界に基づいた効果的な表示制御の方法を提案するものである。
【０００９】
　本発明の目的は、同一画像を長時間表示した場合にも、画像の観賞に違和感を与えるこ
となく、焼付きの視認を抑制する有機発光ディスプレイ装置及びその表示制御方法を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、有機化合物に電圧を印加して発光させ画像を表示する有機発光ディスプレイ
装置において、有機発光素子からなる複数個の画素を２次元状に配列したパネルと、パネ
ル内の画素を選択し画像信号を印加する駆動部と、パネル上の画像の表示位置を制御する
制御部とを備える。駆動部により、画像信号として印加する電流値又は定電流の印加時間
により画像の階調を制御し、かつ、制御部により、所定時間間隔で、パネル上の画像全体
の表示位置を所定距離だけ移動させる構成とする。
【００１１】
　ここで、制御部の行う画像移動の１回あたりの距離は、パネル水平方向をΔｘ、垂直方
向をΔｙとするとき、０ピクセル≦Δｘ≦１０ピクセル、０ピクセル≦Δｙ≦２０ピクセ
ル、（但し、Δｘ＝０かつΔｙ＝０は含まない）とすることが望ましい。
【００１２】
　また本発明は、有機化合物に電圧を印加して発光させ画像を表示する有機発光ディスプ
レイ装置の表示制御方法において、有機発光素子からなる複数個の画素を２次元状に配列
したパネル内の画素を選択し、画像信号として印加する電流値又は定電流の印加時間によ
り画像の階調を制御し、かつ、所定時間間隔で、パネル上の画像全体の表示位置を所定距
離だけ移動させる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、有機発光ディスプレイ装置において同一画像を長時間表示した場合で
も、焼付き視認を大幅に抑制し、良質な画像を表示することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態を図に基づいて詳細に説明する。
  図１は、本発明による有機発光ディスプレイ（ＯＬＥＤ）装置に用いるＯＬＥＤ素子の
一実施形態を示す概略断面図である。ここでは、ボトムエミッション型ＯＬＥＤ素子１０
の１画素の概略構造を示す。ガラス基板１上に発光領域として、透明電極である陽極２、
有機化合物からなる正孔輸送層４、有機化合物からなる発光層５、有機化合物からなる電
子輸送層６、電子注入層７及び金属電極である陰極８とを順次積層する。ガラス基板１上
には、発光領域とは別にＯＬＥＤを駆動するＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉ
ｓｔｏｒ）駆動回路３が形成されている。
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【００１５】
　ＴＦＴ駆動回路３により陽極２と陰極８に直流電圧１１を印加し、電流を注入して発光
層５より発光させる。発光された光１２は、陽極２とガラス基板１を透過し外部に放射さ
れる。発光層５から陰極８側へ放射された光は、金属陰極８より反射されて、外部へ効率
よく放射される。
【００１６】
　正孔輸送層４は、陽極２から正孔を輸送する機能と陰極８から輸送されてきた電子をブ
ロックする機能を有する。電子輸送層６は、陰極８から電子を輸送する機能と陽極２から
輸送されてきた正孔をブロックする機能を有する。いわゆる、ダブルヘテロ構造となって
おり、陰極８から注入された電子と陽極２から注入された正孔が発光層５にて再結合して
励起子を形成し、この励起子が放射失活する過程で光を発生する。
【００１７】
　なお、陽極２と陰極８の間に、有機化合物からなる発光層５及び有機化合物からなる正
孔輸送層４が配された２層構造のもの、あるいは、陰極８と陽極２との間に、有機化合物
からなる電子輸送層６、有機化合物からなる発光層５及び有機化合物からなる正孔輸送層
４が積層された３層構造のものでもよい。更には、陽極２と正孔輸送層４との間に正孔注
入層を設け、発光効率を向上させたものでもよい。
【００１８】
　また、ＯＬＥＤ素子１０は、トップエミッション型ＯＬＥＤであってもよい。トップエ
ミッション型は、基板内にＴＦＴ等を含む駆動回路及び演算回路等を形成できるので多機
能な素子を実現でき、また、ＯＬＥＤ素子から発光する光がＴＦＴ等を含む駆動回路等に
より遮られることがないため、ボトムエミッション型よりも開口率を高めることができる
という利点がある。
【００１９】
　図２は、本実施例のＯＬＥＤ素子１０を用いた有機発光ディスプレイパネル２０の概要
を示す図である。ここでは、複数画素（９個）分のボトムエミッション型ＯＬＥＤ素子１
０を２次元状に配列し、アクティブマトリックス方式で駆動する場合を示す。有機発光デ
ィスプレイパネル２０には、複数の走査線２１が水平に配置され、複数のデータ線２２が
垂直に配置される。走査線２１とデータ線２２により、各画素領域が画定され、走査線２
１に供給される走査線信号と、データ線２２に供給されるデータ線信号により、各画素領
域内の駆動回路３を駆動する。駆動回路３の制御により、陽極２と陰極８との間に直流電
圧を印加し、電流を注入して有機発光層５より発光させる。発光層５から発した光は、背
面側に配置された陰極８により反射され、前面側に配置された透明陽極２を透過して、パ
ネル２０の外部へ光を放出する。
【００２０】
　図３は、本発明による有機発光ディスプレイ装置の全体構成の一実施形態を示す図であ
る。有機発光ディスプレイ装置は、アクティブマトリックス駆動のＯＬＥＤパネル２０と
、走査線駆動回路３１と、データ線駆動回路３２と、表示画面制御部３３を備えている。
走査線駆動回路３１は、パネル２０上の水平方向の走査線２１に走査線選択信号を供給す
る。またデータ線駆動回路３２は、垂直方向のデータ線２２にデータ線選択信号を供給す
る。また、図示していないが、必要に応じて、電源回路及び電源供給線、制御信号を供給
する制御線、電源制御回路、電源電圧供給回路、制御信号駆動回路等が付加される。
【００２１】
　表示画面制御部３３は、焼付き視認抑制のために、画像の表示位置を所定の時間間隔で
所定の移動量だけ移動させるように制御する。そのために、画像を移動させる時間間隔を
設定するための時間間隔設定部３４と、画像を移動させる移動間隔（Δｘ，Δｙ）を設定
する移動距離設定部３５と、画像を水平方向および垂直方向に移動させるための移動方向
切替部３６にて構成される。信号処理部３７は、映像信号を処理して表示用の画像データ
を作成する。入力した映像信号は、表示画面制御部３３にて表示位置の移動修正制御を受
ける。その後、信号処理部３７を経由し表示用の画像データとなって走査線駆動回路３１
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およびデータ線駆動回路３２に伝送され、ＯＬＥＤパネル２０の移動修正位置に画像とし
て表示される。
【００２２】
　次に、図３の有機発光ディスプレイ装置において、どのように表示を制御すれば焼付き
視認を抑制するのに有効であるかを説明する。
  視覚的に画像の存在は輪郭が強調されていれば視認しやすく、輪郭がぼやけていれば視
認抑制される性質がある。後述するようにＯＬＥＤの視認実験によれば、白色において、
３％の急峻な輝度低下率があれば焼付きを視認するが、７％の輝度低下率であっても、そ
の境界の輝度変化を緩やかにすれば焼付き視認を抑制できる。画像移動することで境界の
輝度変化を緩やかにし、焼付き視認を抑制できる。
【００２３】
　またＯＬＥＤの階調制御方法として、電圧制御と電流制御方式が存在する。この中で、
電流値を制御する、又は定電流での発光期間を制御する方式において、画像全体を微小量
移動させることが有効である。電圧制御による階調を制御する方式においては、画像移動
を行っても焼付き視認を抑制する効果は少ない、あるいは悪化する場合がある。よって、
電圧制御方式の場合は画像移動を停止させる。
【００２４】
　画像移動量に関しては、全画像の１回移動の単位は、ｘ－ｙ座標にて横縦を表した場合
、０ピクセル≦Δｘ≦１０ピクセル、０ピクセル≦Δｙ≦２０ピクセル（但し、Δｘ＝０
かつΔｙ＝０は含まない）とすることが好ましい。特に静止画の場合は、移動による違和
感を与えないように移動量を少なくし、０ピクセル≦Δｘ≦２ピクセル、０ピクセル≦Δ
ｙ≦３ピクセル（但し、Δｘ＝０かつΔｙ＝０は含まない）が好ましい。動画の場合は、
画面の変化が速いので、移動量は大きくても構わない。横方向Δｘに対して縦方向Δｙの
移動量が大きいのは、人間の目は、横方向の動きには敏感であるが、縦方向の動きにはさ
ほど敏感ではないためと考えられる。これにより、輝度低下率に対する焼付き視認の許容
値を約４倍に拡大し、焼付き視認を大幅に抑制することが可能となる。
  以下、本発明による表示制御方法を実施例により具体的に説明する。
【実施例１】
【００２５】
　図４は、本発明による表示制御方法の一実施例である画像移動操作を示す図である。移
動前の画像４０内には、高輝度で点灯する高輝度点灯領域４２が含まれ、画像４０の左下
端部Ｓが画面のＡ位置に存在しているものとする。画像移動は、時間間隔設定部３４にて
設定された時間間隔で、移動距離設定部３５にて設定された距離Δｘ，Δｙだけ移動させ
る。例えば、画像４０の左下端部Ｓを、位置Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ａと繰り返し移動させる。
ｘ－ｙ座標系で表現すれば、Ａ（Δｘ，０）、Ｂ（０，－Δｙ）、Ｃ（－Δｘ，０）、Ｄ
（０，Δｙ）とすれば、ΔｘおよびΔｙ単位でひし形状に移動することになる。移動前の
画像４０（端部位置Ａに対応）が破線で示す画像４１（端部位置Ｂに対応）に移動すると
、高輝度点灯領域４２は破線で示す領域４３へ移動することになる。移動をＡ→Ｂ→Ｃ→
Ｄ→Ａと繰り返すことにより、高輝度点灯領域４２，４３は、その中心部は常時高輝度で
点灯する画素群（以下、固定点灯領域）であるが、その輪郭部には間欠的に高輝度点灯す
る画素群（以下、間欠点灯領域）が形成されることになる。なお、高輝度点灯領域４２，
４３の外側は周辺領域４４と呼ぶ。
【００２６】
　図５は、上記図４の画像移動操作を行った後に画面上に生じる輝度分布を示す図である
。ここではＯＬＥＤの階調制御駆動方法を区別して、図５（ａ）は電流制御を行った場合
の輝度分布を、図５（ｂ）は電圧制御を行った場合の輝度分布を示す。（ａ）の電流制御
を行った場合には、固定点灯領域５０は高輝度点灯により劣化し、周辺領域５２よりも輝
度の低下は大きい。間欠点灯領域５１は、固定点灯領域５０より高輝度点灯時間が短いた
めに劣化が進行しておらず、輝度が高めになり、輝度分布は、固定点灯領域＜間欠点灯領
域＜周辺領域となる。点灯経過時間によって各領域の輝度の差は増加するが、この大小関
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係は変わらない。
【００２７】
　一方、（ｂ）の電圧制御を行った場合には、後で詳細に説明するが、高輝度点灯による
輝度変化は、点灯によるパネル温度上昇による輝度増加と劣化による輝度減少の相乗作用
として観測される。従って、輝度分布は、点灯経過時間により図５（ｂ）に示す４種類（
ア）～（エ）のパターンが観測される。（ア）においては、点灯による輝度劣化がまだ進
行しておらず、パネル温度の大小関係により輝度分布が決まり、周辺領域＜間欠点灯領域
＜固定点灯領域となる。（イ）においては、高輝度の固定点灯領域５０の劣化が進み、輝
度分布は、周辺領域＜固定点灯領域＜間欠点灯領域となる。（ウ）においては、高輝度の
固定点灯領域５０と間欠点灯領域５１の劣化が進み、輝度分布は、固定点灯領域＜周辺領
域＜間欠点灯領域となる。（エ）においては、高輝度の固定点灯領域５０と間欠点灯領域
５１の劣化が更に進み、輝度分布は、固定点灯領域＜間欠点灯領域＜周辺領域となる。こ
こで（イ）（ウ）において、固定点灯領域５０と間欠点灯領域５１との輝度が逆転して間
欠点灯領域５１の輝度が盛り上がるのは、固定点灯領域５０と間欠点灯領域５１とにおけ
る輝度変化の遷移点（増加→減少）が時間的にずれているからである。
【００２８】
　図６は、比較のために画像移動操作なしの場合の輝度分布を示す図であり、図６（ａ）
は電流制御の場合、図６（ｂ）は電圧制御の場合である。いずれも画像移動処理がないの
で、間欠点灯領域は形成されず、輝度分布は周囲領域５２から固定点灯領域５０へ急峻に
変化する。輝度分布は、（ａ）の電流制御の場合には、高輝度点灯時の劣化により固定点
灯領域＜周辺領域となり、点灯経過時間によってその差は増加する。（ｂ）の電圧制御の
場合は、点灯時のパネル温度上昇による輝度増加の影響がこれに加わり、点灯経過時間に
よって２通りのパターンが生じる。（カ）は経過時間小の場合で温度上昇による輝度増加
が支配し、輝度分布は周辺領域＜固定点灯領域となる。（キ）は経過時間大の場合で点灯
による輝度劣化が支配し、固定点灯領域＜周辺領域となる。
【００２９】
　図５と図６を比較して分かるように、画像移動処理を行うことで、周囲領域５２と固定
点灯領域５０の境界に間欠点灯領域５１を形成することができる。また、図５（ａ）（ｂ
）を比較して分かるように、ＯＬＥＤの階調制御駆動方法として電流制御を行うと、間欠
点灯領域５１により急峻な輝度変化が緩和され、劣化した固定点灯領域５０の輪郭をぼか
すことになり、視覚的に焼付き視認がされにくくなる。一方、ＯＬＥＤの階調制御駆動方
法として電圧制御を行うと、点灯経過時間が少ない期間では（イ）および（ウ）に示すよ
うに、輪郭が強調される輝度分布となる。その結果、画像移動処理を行わない場合よりも
早期に焼付きを視認させることとなり、抑制効果が必ずしも得られない。従って、焼付き
視認を確実に抑制できるのは、ＯＬＥＤの階調制御駆動方法として電流制御を行い、かつ
、画像移動処理を行う場合に限られる。
【００３０】
　上記したように、焼付き視認抑制方法には電圧制御は不適であるが、その理由を説明す
る。図７は、ＯＬＥＤの駆動方法として電圧制御および電流制御により点灯させた場合の
、ＯＬＥＤの輝度の温度依存性を比較して示す図である。
【００３１】
　曲線７１は電圧制御方式により、ＯＬＥＤに直流定電圧約７Ｖを印加して白色に発光さ
せた場合である。曲線７２は電流制御方式により、ＯＬＥＤに直流定電流約１ｍＡ／ｃｍ
２を印加して白色に発光させた場合である。いずれも恒温槽に入れ、槽内温度を変化させ
て、パネル温度と輝度との関係を求めた。パネル温度は、放射温度計にてガラス基板の温
度を測定した。定電圧駆動した輝度曲線７１は温度依存性が大きく、パネル温度２３℃で
の輝度６１２ｃｄ／ｍ２であるが、パネル温度２５℃での輝度６７６ｃｄ／ｍ２と約１０
％も増加する。一方、定電流駆動した輝度曲線７２では、パネル温度による輝度変化はほ
とんど見られない。
【００３２】
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　つまり、定電圧制御では輝度は温度に非常に敏感である。このように温度依存性が大き
い現象は、ＯＬＥＤを構成する有機半導体のホッピング電気伝導機構によるもので、キャ
リア移動度（導電率）が温度に対して非常に敏感であり、温度が上がると定電圧制御では
電流が急激に増加するためである。実験の結果では、輝度∝ＥＸＰ（－（パネル絶対温度
）－２）と導出されている。
【００３３】
　ＯＬＥＤの輝度を高めると電流によるジュール熱によりパネル温度は上昇するが、輝度
設定を下げても有機物は熱伝導率が低いためにパネル温度は直ぐには下がらず、パネル温
度が安定するのに３～１２ｈｒもの長時間を要する。つまり、同一階調信号設定でも過去
の温度履歴の影響を受ける。例えば、冷えた状態から１００ｃｄ／ｍ２で点灯させた場合
と、高輝度５００ｃｄ／ｍ２で点灯させた後に１００ｃｄ／ｍ２で点灯させた場合とでは
、同一輝度にはならず、高輝度５００ｃｄ／ｍ２点灯後の方が輝度は高くなる。
【実施例２】
【００３４】
　本実施例においては、ＯＬＥＤの階調制御駆動方法として電流制御を行い、画像移動処
理の有無による焼付き視認抑制効果を説明する。
【００３５】
　画像移動操作は図４に示す方法にて行い、移動量はΔｘ＝Δｙ＝２ピクセルとした。す
なわち、Ａ（２，０）、Ｂ（０，－２）、Ｃ（－２，０）、Ｄ（０，２）とし、各位置に
て５分間点灯させ、その後移動させた。画像移動処理の有無に係わらず、初期設定として
、高輝度点灯領域４２は白色にて輝度５００ｃｄ／ｍ２とし、周辺領域４４は白色にて輝
度１００ｃｄ／ｍ２とした。そして、点灯動作経過時間を変えて輝度劣化と焼付き視認テ
ストを行った。視認テストでは、高輝度点灯領域４２および周辺領域４４を同一輝度約１
００ｃｄ／ｍ２に設定し、高輝度点灯領域４２（固定点灯領域５０）の部分を周辺領域４
４（５２）と区別して視認できるか否かを判定した。その際、パラメータとして輝度低減
率ΔＫ（％）を用いる。ΔＫは、固定点灯領域５０の輝度をＫ０、周辺領域５２の輝度を
Ｋ１とすると、
　　　ΔＫ＝（Ｋ０－Ｋ１）／Ｋ１×１００　　　・・・（１）
と定義する。
【００３６】
　図６（ａ）に示す画像移動なしの場合には、輝度低減率ΔＫが－２．０％を越えた時に
焼付きを視認した。一方図５（ａ）に示す画像移動有りの場合には、輝度低減率ΔＫが－
８．０％を越えた時に焼付きを視認した。すなわち、画像移動操作を行うことにより、焼
付き視認限界の輝度低減率（すなわち輝度劣化の許容値）は－２．０から－８．０％に拡
大されることになり、ＯＬＥＤの使用可能時間が大幅に伸びることになる。
【実施例３】
【００３７】
　本実施例においては、ＯＬＥＤの階調制御駆動方法として電圧制御を行い、画像移動処
理の有無による焼付き視認の相違について説明する。
【００３８】
　画像移動操作は前記実施例２と同様に図４に示す方法にて行い、移動量はΔｘ＝Δｙ＝
２ピクセルとし、各位置Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄにて５分間点灯させ、その後移動させた。初期設
定として、高輝度点灯領域４２は白色にて輝度５００ｃｄ／ｍ２とし、周辺領域４４は白
色にて輝度１００ｃｄ／ｍ２とした（ただし輝度は点灯時間経過とともに増加する）。そ
して、点灯動作経過時間を変えて輝度変化と焼付き視認テストを行った。ここで、輝度増
減率ΔＫは、上記（１）式と同様に定義する。
【００３９】
　図６（ｂ）に示す画像移動なしの場合には、輝度増減率ΔＫが＋１．０～－２．０％の
範囲では焼付き視認がなく、それ以外では焼付きを視認した。一方、画像移動有りの場合
には、図５（ｂ）に示す４通り（ア）～（エ）の輝度分布がある。このうち、（イ）およ
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び（ウ）においては、固定点灯領域５０の輪郭５１が強調される輝度分布となるため、固
定点灯領域の輝度劣化が少ない場合において焼付きを視認することとなる。つまり、輝度
増減率ΔＫが＋５．０～＋３．０％、および－６．０～－８．０％の範囲では焼付き視認
がないが、それ以外（＋３．０～－６．０％の範囲を含む）では焼付きを視認した。その
結果、輝度増減率ΔＫが０％または－１．０％と小さい場合においては、電圧制御の基で
画像移動処理を行うことにより逆に焼付きを視認し易くすることになる。このように電圧
制御においては、画像移動による焼付き視認抑制効果が不安定であり、画像移動操作を停
止すべきである。
【実施例４】
【００４０】
　本実施例においては、ＯＬＥＤの画像移動操作方法の他の方法を説明する。
  図８は、画像移動操作方法の他の一例を示す図である。本実施例では、移動量をΔｘ＝
Δｙ＝２ピクセルを単位として、四角形の軌跡をなすように、位置Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ｅ→
Ｆ→Ｇ→Ｈ→Ａと繰り返し移動させる。ｘ－ｙ座標系で表現すれば、Ａ（２，－２）、Ｂ
（０，－２）、Ｃ（－２，－２）、Ｄ（－２，０）、Ｅ（－２，２）、Ｆ（０，２）、Ｇ
（２，２）、Ｈ（２，０）、となる。移動前の画像４０（端部位置Ａに対応）が破線で示
す画像４１（端部位置Ｅに対応）に移動すると、高輝度点灯領域４２は破線で示す領域４
３へ移動する。このような移動を繰り返すことにより、高輝度点灯領域４２，４３の輪郭
部には間欠的に高輝度点灯する間欠点灯領域が形成される。そして、ＯＬＥＤの階調制御
駆動方法として電流制御を行う。その結果、図５（ａ）に示すような間欠点灯領域５１の
形成により、固定点灯領域５０の輪郭部の急峻な輝度低下が緩和される。輝度劣化領域の
輪郭をぼかすことで、視覚的に焼付き視認がされにくくなる。
【００４１】
　図９は、画像移動操作のさらに他の例を示す図である。移動前の画像４０内には、高輝
度点灯領域４２と高輝度の文字４６が含まれる。画像４０の左下端部がＡ位置に存在する
とし、画像移動は、位置Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ｅ→Ｆ→Ｇ→Ｈ→Ａと繰り返し移動する。移動
量はΔｘ＝Δｙ＝１ピクセルを単位として、ひし形状に移動すると、移動位置は、Ａ（２
，０）、Ｂ（１，－１）、Ｃ（０，－２）、Ｄ（－１，－１）、Ｅ（－２，０）、Ｆ（－
１，１）、Ｇ（０，２）、Ｈ（１，１）、となる。画像４０の端部が位置Ａから位置Ｃへ
移動すると、高輝度点灯領域４２は領域４３へ移動するだけでなく、高輝度の文字４６は
４７へ移動する。移動を繰り返すことにより、高輝度点灯領域および文字では、常時点灯
する固定点灯領域と、点灯非点灯を繰り返す間欠点灯領域が形成される。この場合も、Ｏ
ＬＥＤの階調制御駆動方法として電流制御を行う。その結果、固定点灯領域の輪郭部の急
峻な輝度低下が緩和され、焼付き視認がされにくくなる。特に固定点灯領域の狭い文字等
を表示する場合には、焼付き視認の抑制効果が大きい。
【００４２】
　画像移動操作時の軌跡図形は、上記した四角形、ひし形だけでなく、円形、多角形、星
型等、閉じた図形であればいずれでも可能である。また、移動量ΔｘおよびΔｙは、実施
例の１ピクセルや２ピクセルに限定するものではない。動画像の一部に文字等を固定して
点灯するような場合、移動量をさらに大きくして、０ピクセル≦Δｘ≦１０ピクセル、０
ピクセル≦Δｙ≦２０ピクセル、（但し、Δｘ＝０かつΔｙ＝０は含まない）の範囲とし
ても、視覚上画像移動による違和感が少ない。
【００４３】
　以上、本実施例を詳細に説明したが、ＯＬＥＤ構造は本実施例に限定するものではなく
、プラスチック基板、アルミやステンレス等の金属基板でも良く、トップエミッション型
とボトムエミッション型のいずれでも適用できる。ＯＬＥＤ構成材は、低分子系有機化合
物でも高分子系有機化合物でもよい。ＯＬＥＤの積層構造は、陽極、発光層、陰極の積層
順番に限定するものではなく、陰極、発光層、陽極の順番でもよい。カラー表示のための
構成として、発光層を、Ｒ，Ｇ，Ｂの個別の発光層に分ける方式と、白色発光層を形成し
、Ｒ，Ｇ，Ｂのカラーフィルタにより画素を区別する方式と、発光層を形成し、色変換層
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にて色を変換してその後カラーフィルタにより画素を区別する方式とのいずれでもよい。
駆動回路はＴＦＴ駆動回路に限定するものではなく、ＭＩＭ（Ｍｅｔａｌ　Ｉｎｓｕｌａ
ｔｏｒ　Ｍｅｔａｌ）駆動回路、ＭＩＳ（Ｍｅｔａｌ　Ｉｎｓｕｌａｔｏｒ　Ｓｅｍｉｃ
ｏｎｄｕｃｔｏｒ）駆動回路、ＳＩＴ（Ｓｔａｔｉｃ　Ｉｎｄｕｃｔｉｏｎ　Ｔｒａｎｓ
ｉｓｔｏｒ）駆動回路等でも良い。駆動回路はＳｉ等を使用する無機半導体からなるもの
ばかりではなく、有機半導体からなるものでも良い。
【００４４】
　上記したように、電圧制御による画像移動操作では、輝度はパネル温度の影響を受け易
いが、電流制御による画像移動では、温度の影響因子を削除できるため装置構成材料の選
択および使用環境のマージンが高くなり、利便性が向上する。電流制御の階調制御駆動は
、ＯＬＥＤ電流値だけではなく、電流を一定とし発光時間で階調制御しても良いことは、
本実施例の動作からして明白である。
【００４５】
　以上説明したように、電流値を制御する、又は定電流での発光期間を制御することによ
り階調制御するアクティブマトリックス型ＯＬＥＤにおいて、静止画を長時間表示した場
合にも、焼付きの視認を抑制できるので、ユーザは長時間に渡り良質の画像を観賞するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の有機発光ディスプレイ装置に用いるＯＬＥＤ素子の一実施形態を示す概
略断面図。
【図２】本実施例のＯＬＥＤ素子を用いた有機発光ディスプレイパネルの概要を示す図。
【図３】本発明による有機発光ディスプレイ装置の全体構成の一実施形態を示す図。
【図４】本発明による表示制御方法（画像移動操作）の一実施例を示す図。
【図５】画像移動操作を行った後の輝度分布を示す図。
【図６】画像移動操作なしの場合の輝度分布を示す図。
【図７】ＯＬＥＤの輝度の温度依存性を示す図。
【図８】画像移動操作方法の他の一例を示す図。
【図９】画像移動操作のさらに他の例を示す図。
【符号の説明】
【００４７】
　１…ガラス基板、
　３…ＴＦＴ駆動回路、
　２…陽極、
　５…有機発光層、
　８…陰極、
　１０…ＯＬＥＤ素子、
　１１…電圧印加、
　２０…ＯＬＥＤパネル、
　２１…走査線、
　２２…データ線、
　３１…走査線駆動回路、
　３２…データ線駆動回路、
　３３…表示制御部、
　３４…時間間隔設定部、
　３５…移動距離設定部、
　３６…移動方向切替部、
　３７…信号処理部、
　４０，４１…画像領域、
　４２，４３…高輝度点灯領域、
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　４４…周辺領域、
　４６，４７…高輝度点灯文字、
　５０…固定点灯領域、
　５１…間欠点灯領域、
　５２…周辺領域、
　７１，７２…輝度の温度依存曲線。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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